
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上面側に、蛍光管・反射板・端子台・安定器等の諸機器を組み付ける取付台を、

下面側をフラットとした長尺の平板状の板部材
の上面側に、内面側を組み付ける蛍光管の照明光の反射板とする突条と、諸機器

組付用の組付座を構成する突条とを、板部材に一体に連続してその板部材から上面側に突
出し、かつ、当該突条の断面形状をもって板部材の長手方向に連続する形状に形設して構
成したことを特徴とする蛍光管を照明灯に用いる間接照明式の天井つり下げ灯における取
付台。
【請求項２】
　上面側に、蛍光管・反射板・端子台・安定器等の諸機器を組み付ける取付台において、

下面側をフラットとした長尺の平板状の
板部材の、上面側の巾方向の中央に寄る部位に、組み付ける蛍光管の

反射板とする突条を巾方向に２連に並列させて配設し、これら２連に並列する
突条の中間の巾方向の中央部位 諸機器組付用の突
条を配設し、これら突条を、前記板部材に一体に連続してその板部材から突出し、かつ、
当該突条の断面形状をもって、前記板部材の長手方向に連続する形状に形設して取付台に
構成したことを特徴とする蛍光管を照明灯に用いる間接照明式の天井つり下げ灯における
取付台。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明が属する技術分野】
本発明は、蛍光管を照明灯に用いて、その蛍光管を照明器具の器具本体となる取付台に取
り付け、その取付台を天井につり下げて装設するようにする天井つり下げ灯において、特
に、蛍光管を取付台の上面側に下方から見えないように取り付けて間接照明式とする天井
つり下げ灯の取付台についての改良に関する。
【０００２】
【従来の技術】
照明灯に蛍光管を用いた天井つり下げ灯は、従前のものは、大半が、天井につり下げる器
具本体である取付台の下面側に、蛍光管を裸出する状態として取り付けている形態のもの
であり、蛍光管を取付台の上面側に、下方から見えないように取り付けて、間接照明式の
天井つり下げ灯としたものは極く少ない。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
照明灯に蛍光管を用いた天井つり下げ灯は、器具本体である取付台に照明灯として組み付
ける蛍光管が長大な形状のものとなることと、反射光を得るために取付台に取り付ける反
射板が蛍光管に対応して長大なものとなること、また、取付台には、蛍光管の端子に接続
するソケットおよびそれを組み付ける端子台ならびに安定器を組み付けることから、その
取付台が、長大で、しかも、上下の深さ寸法の深い箱状のものとなる。
【０００４】
このため、蛍光管を取付台の上面側に取り付けて間接照明式の天井つり下げ灯とするとき
は、取付台を、天地を逆転させた裏返しの状態として吊り下げることで、この深さ寸法の
深い、かつ、横方向に長大な箱状の取付台が、天井から吊り下がるようになることで、著
しく存在感のあるものとなり、室内にいる居住者に対し圧迫感を与え、また、存在感のあ
る巨大なものが吊り下がったようになることで、邪魔物の感じが大きく使用が好まれない
問題がある。
【０００５】
この問題は、長大な箱状に形成されていることで、天地を逆にした裏返しにした形態とし
て吊り下げると、存在感の大きいものとなって、圧迫感を受けるようになる取付台を、例
えば、薄い棚板状のものに成形することで、解決し得るようになるが、そのようにすると
、蛍光管および各機器を組み付けるこの取付台の強度が不足して、安住に設置し得ないよ
うになる別の問題がでてくる。
【０００６】
本発明は、この蛍光管を用いた天井つり下げ灯を、間接照明式の形態に構成するときに生
じている上述の問題を解消せしめるためになされたものであって、蛍光管・反射板・端子
台・安定器などの機器を組み付ける器具本体となる取付台を、薄い棚板状または化粧板状
に形成して、圧迫感を受けないものとしながら、組み付ける各機器の保持が適確に行える
充分な強度のものに構成し得るようにする新たな手段を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
蛍光管を照明灯に用いた天井つり下げ灯を、間接照明式としたときに、蛍光管・安定器等
の機器を取り付ける取付台が、存在感の大きい、圧迫感を受けるものとなるのは、その取
付台が長大な箱状に形成されているためであって、この取付台を、底面がフラットな薄い
棚板状乃至化粧板状に形成して、それの上面側に、蛍光管・反射板・ソケット・端子台・
安定器などの諸機器を組み付けるようにし、この取付台を、吊り下げ金具により天井に吊
り下げるようにすれば、間接照明式の天井つり下げ灯として建物の室内に設置したときに
、諸機器を組み付ける取付台が、室内の居住者に対して圧迫感を与えることのないものと
なることが判ってきた。
【０００８】
そして、このように薄い棚板状乃至化粧板状に取付台を形成するとき、その取付台を、ア
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ルミ材または鋼材などの金属材の押し出し成形により長尺の板状に形成するようにし、そ
の押し出し成形の際、取付台上面側に、そこに組み付ける蛍光管の照明光を天井面に向け
反射させるように装設する反射板を、この取付台の補強リブとして一体に連続させて成形
し、また、諸機器を組み付けるための組付座を、取付台を補強するリブとなる形態のもの
として一体に連続させて成形するようにし、かつ、これら補強リブとする反射板およびリ
ブ状の組付座が、所定の断面形状をもって取付台の長手方向に連続する形態として取付台
と一緒に押し出し成形するようにすることで、この取付台を上下の深さ方向に薄い棚板状
に形成しながら、諸機器を組み付け装架するのに充分な強度のものとし得るものとなるこ
とが判ってきた。
【０００９】
　そして、このことから、本発明においては、請求項１に記載したように、上面側に、蛍
光管・反射板・端子台・安定器等の諸機器を組み付ける取付台を、

下面側をフラットとした長尺の平板状の板部材 の上面
側に、内面側を組み付ける蛍光管の照明光の反射板とする突条と、諸機器組付用の組付座
を構成する突条とを、板部材に一体に連続してその板部材から上面側に突出し、かつ、当
該突条の断面形状をもって板部材の長手方向に連続する形状に形設して構成した手段を提
起するものである。
【００１０】
また、蛍光管を照明灯に用いる間接照明式の天井つり下げ灯の取付台を、それの上面側に
組み付ける蛍光管の反射板および諸機器の組付座が、取付台を補強リブとなるように一体
に連続させて押し台成形して上下の深さ寸法が小さい平板状の長尺板に構成し、これによ
り、この取付台を室内の天井につり下げ設置したときに、圧迫感を受けないようにする際
、この取付台の上面側に組み付ける蛍光管が２連に並列する形態のものとして照度を増大
させる場合には、この２連に並列させて組み付ける蛍光管の照明光を天井面に向け反射さ
せるように取付台の上面に設ける反射板を、取付台の上面の巾方向における中央に寄せた
部位に、２連に並列させて補強リブ状に突出する形態に装設するときに、これら２連の反
射板と反射板との間に所定の空間が形成されるようにこれら反射板を形設し、その反射板
と反射板との間に、諸機器の組付用の組付座を取付台の上面からリブ状に突出するように
装設しておくことで、このリブ状の組付座を用いて安定器・端子台などの諸機器を重量バ
ランスを良い状態として組み付けられるようになり、また、天井から垂下させる吊り金具
に対して連結させるアンカー金具により、バランスよく取付台を吊り下げられることが判
ってきた。
【００１１】
そして、このことから、請求項２に記載した手段を併せて提起するものである。
【００１２】
【発明の実施の形態】
本発明手段による蛍光管を照明灯に用いる間接照明式の天井つり下げ灯の、器具本体とな
る取付台は、アルミ材・鋼材等の金属材の押し出し成形により、棚板または化粧板のよう
に、平板状の長尺板に形成する。
【００１３】
そして、この金属材による押し出し成形の際、取付台は、それの主体部となる板状部の上
面側に、組み付ける蛍光管の照明光を天井に向け反射させるための反射板を形成する突条
および安定器・端子台等の諸機器の組付座とする突条が、巾方向に並列する形状のものと
し、この形状を断面形状として長手方向に連続する長尺板に押し出し成形し、突条を板状
部の補強リブとして平板状の取付台を形成する。
【００１４】
図１は、取付台の上面に蛍光管を巾方向に２連に並列させる形態とした実施例の縦断面図
である。
【００１５】
図において、１は取付台Ａの主体部となる板状部、２…はこの板状部１の上面側に、巾方
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向に並列させて突設した突条である。
【００１６】
この例の取付台Ａは、金属材としてアルミ軽合金を用いて、押し出し成形したものであっ
て、それの板状部１は、厚さが略２ミリで巾寸法が略２４ミリに成形してあり、巾方向の
両端部には、略１２ミリ程度に立ち上がって内側に屈曲する断面チャンネル状の袖壁１０
が形設してある。
【００１７】
押し出し成形する板状部１は通常、２米程度の長さの長尺板のユニットとして切断される
。組み立てる天井つり下げ灯Ｗの長さが長いもののときには、この断面チャンネル状の袖
壁１０に、連結材（図示省略）を嵌挿して、単位長さに切断されている板状部１の袖壁１
０を突き合わせて順次接続することで、所望長さの取付台となるようにする。
【００１８】
板状部１の上面に巾方向に並列する突条２…のうちの、その板状部１の巾方向の一半側に
おける側端に寄る部位の突条２－１は、取付台Ａに組み付けセットする蛍光管に接続する
電線コードの押さえであり、断面アングル状に形成してあって配線したコードａを下面側
に押し込むことで、図２にあるように、そのコードａを保持するよう作用する。
【００１９】
板状部１の上面の巾方向における一半側で中央に寄る部位に、円弧状に形成されて凹面状
の内周側がそれぞれ対向するように装設せる一対の突条２－２・２－３は、図３にあるよ
うにソケットｂを取り付けたソケット受け金具を組み付けてそのソケットｂに図３にある
ように蛍光管ｃをセットしたときに、その蛍光管ｃの照明光を内周面により天井面に向け
反射させる反射板ｄを構成するもので、セットする蛍光管ｃの下半周側を囲うようにして
いる。
【００２０】
板状部１の上面の巾方向における他半側で、中央に寄る部位に、上述の反射板ｄを形成し
ている一対の突条２－２・２－３と同様に円弧状に形成して装設してある一対の突条２－
４・２－５は、蛍光管ｃを２連並列型としたこの実施例のもう一本の蛍光管ｃの照明光を
反射させる反射板ｄを構成するもので、前述の反射板ｄを構成する突条２－２・２－３に
対し、板状部１の巾方向の中心線を対称軸として対称する位置に、対称する形状に形設し
てある。
【００２１】
板状部１の上面の巾方向における他半側の側端に寄る部位にある突条２－６は、前述の一
半側の側端部に設けた突条２－１と同様に電線コードａを押し込んで保持せしめるコード
押さえとするものであり、突条２－１と対称する位置に対称する形状に形設してあって、
反射板ｄとする突条２－４・２－５の内周側に組み付けセットする蛍光管用のコードａを
保持せしめる。
【００２２】
板状部１の上面の巾方向において中央に寄る部位に、２連に並設する蛍光管ｃ・ｃのそれ
ぞれの反射板ｄ・ｄを構成するように設ける前述の円弧状の突条２－２・２－３・２－４
・２－５は、それらにより形成する反射板ｄと反射板ｄとの間に、安定器ｅを配設し得る
間隔をおいて位置に形設してある。
【００２３】
２－７・２－８・２－９・２－１０は、この間隔内に配位して、板状部１の上面に巾方向
に並列させて形設した突条であり、その間隔内の両端側に位置する突条２－７・２－１０
は、突出端側がそれぞれ外側に屈曲するアングル状に成形され、中間に位置する突条２－
８・２－９は、前記アングル状の突条２－７・２－１０と同じ突出高に垂直に立ち上がる
形状に形設してあって、これらにより、諸機器の組付用の組付座ｆを構成している。
【００２４】
この組付座ｆは、図４にあるように、側端のアングル状の突条２－７・２－１０に嵌合す
る座板を具備せしめた連結金具ｇを嵌装してビスｈを２条に並列する突条２－８・２－９
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の間隔内にもみこむことにより固定し、これに天井から吊り下げる吊下金具ｉを連結する
ことで、取付台Ａを吊り下げるように用いる。
【００２５】
また、この組付座ｆは、前述した図２にあるように、その組付座ｆの上に端子台ｊを載置
してビスｈを並列する突条２－８・２－９にもみ込むことで止着し、さらに、図３にある
ように安定器取付金具ｋを載置して同様にビスｈにより止着しておいて、この端子台ｊお
よび安定器取付金具ｋにより図５にあるように、安定器ｍとこれに導くコードａを配線す
る。
【００２６】
また、前述した反射板ｄは、前述した図２・図３にあるように、そこに蛍光管ｃの端子を
接続するソケットｂを装備せしめたソケット受け金具を組み付ける組付座としても用いら
れ、このソケット受け金具を所定の間隔を長手方向において、反射板ｄを構成する一対の
突条２・２の内周側に嵌挿してビスｎにより止着しておくことで、これらに蛍光管ｃの端
子を嵌挿して図６にあるようにその蛍光管ｃを装着する。
【００２７】
また、図において、コード押さえとする突条２－１・２－６の上面に形設した断面馬蹄形
の突条４および反射板ｄを構成する突条２－３・２－４の各外面側に設けた断面馬蹄形の
突条４は、板状部１の長手方向の両端部に、図１において鎖線に示しているように、袖壁
１０と略同じ高さの端壁３を組み付けるときのビスホールとするものである。
【００２８】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明による蛍光管を照明灯に用いる間接照明式の天井つり下げ灯
の取付台は、それの主体部を平板状の長尺板に押し出し成形し、その成形の際に、上面側
に組み付け装着する蛍光管の照明光を反射させるための反射板および端子台・安定器等の
諸機器を組み付けるための組付座を、リブ状に上面側に突出する突条に形設しておいて、
これらが補強リブとなって平板状の長尺板に押し出し成形する取付台の強度を補強するよ
うにしているのだから、この諸機器を組み付ける器具本体を構成する取付台を、上下の深
さ方向に薄い棚板状に形成しながら、諸機器を組み付け装架するのを充分な強度のものと
し得て、室内の居住者に対し圧迫感の無い間接照明式の天井つり下げ灯が得られるように
なる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を実施せる天井つり下げ灯の取付台の縦断面図である。
【図２】同上取付台の図５におけるＩ－Ｉ線断面図である。
【図３】同上取付台の図５における II－ II線断面図である。
【図４】同上取付台の図５における III－ III線断面図である。
【図５】同上取付台の長手方向の一部を省略した平面図である。
【図６】同上取付台の長手方向の一端側の一部を省略した平面図である。
【符号の説明】
Ａ…取付台、Ｗ…天井つり下げ灯、ａ…コード、ｂ…ソケット、ｃ…蛍光管、ｄ…反射板
、ｅ…安定器、ｆ…組付座、ｇ…連結金具、ｈ…ビス、ｉ…吊下金具、ｊ…端子台、ｋ…
安定器取付金具、ｍ…安定器、１…板状部、１０…袖壁、２…突条、３端壁、４…馬蹄形
の突条。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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